
質
問
一

当
市
と
し
て
結
果
を
ど
の
よ

う
に
分
析
す
る
か
。

二

小
学
校
６
年
生
、
中
学
校
３
年
生

の
結
果
で
課
題
は
あ
る
か
。

三

教
師
、
保
護
者
、
児
童
・
生
徒
の

反
応
は
ど
う
か
。

四

市
内
の
学
校
間
で
格
差
は
あ
る
か
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）

小
学
校
６

年
生
の
国
語
は
知
識
、
活
用
に
関
す
る

問
題
と
も
に
全
国
平
均
正
答
率
を
上
回

っ
た
が
、
算
数
は
知
識
、
活
用
に
関
す

る
問
題
と
も
に
全
国
平
均
正
答
率
を
下

回
っ
た
。
中
学
校
３
年
生
は
国
語
、
数

学
の
知
識
、
活
用
に
関
す
る
問
題
と
も

に
全
国
平
均
正
答
率
を
上
回
っ
て
い
る
。

規
則
正
し
い
生
活
を
し
て
い
る
児
童
・

生
徒
は
、
学
力
的
に
も
高
い
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
。

二

小
学
校
６
年
生
の
国
語
は
書
く
こ

と
、
算
数
で
は
知
識
に
関
す
る
問
題
の

図
形
以
外
の
す
べ
て
が
課
題
。
中
学
校

３
年
生
は
、
国
語
の
書
く
こ
と
、
数
学

の
数
と
式
が
課
題
と
と
ら
え
て
い
る
。

三

教
師
か
ら
は
、
学
力
向
上
へ
の
課

題
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
生
徒
か
ら

は
、
基
本
的
な
問
題
が
思
っ
た
よ
り
も

で
き
て
い
て
安
心
し
た
と
い
う
声
が
あ

っ
た
。
保
護
者
か
ら
の
反
響
は
今
の
と

こ
ろ
な
い
。

四

学
校
に
よ
り
平
均
正
答
率
の
ば
ら

つ
き
は
あ
る
が
、
各
校
の
課
題
を
明
ら

か
に
し
、
課
題
解
決
を
図
っ
て
い
く
。

質
問
一

市
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
議
案
提
出

に
つ
い
て
、
議
会
が
求
め
た
場
合
に
次

の
７
項
目
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ

い
て
。

①
政
策
の
発
生
源

②
提
案
に
至
る
ま

で
の
経
緯

③
他
の
自
治
体
の
類
似
す

る
政
策
と
そ
の
比
較
検
討

④
市
民
参

加
の
有
無
と
そ
の
内
容

⑤
総
合
計
画

と
の
整
合
性

⑥
財
源
措
置

⑦
将
来

に
わ
た
る
コ
ス
ト
計
算
。

二

こ
の
７
項
目
は
、
議
会
で
委
員
会

審
査
な
ど
の
際
に
、
当
然
に
質
疑
が
出

る
範
囲
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
事
前
に

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
審
議
の

内
容
が
深
ま
り
、
行
政
に
も
役
立
つ
と

考
え
ら
れ
る
が
、
市
と
し
て
の
考
え
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

提
案
さ
れ
た
項
目

を
含
め
、
わ
か
り
や
す
く
整
理
し
た
資

料
を
事
前
に
提
供
す
る
こ
と
は
、
大
変

有
意
義
で
あ
る
と
考
え
る
。

二

早
い
段
階
か
ら
議
案
に
関
す
る
情

報
を
議
会
と
共
有
す
る
こ
と
で
、
議
案

に
対
す
る
理
解
が
得
ら
れ
る
。
早
急
に

提
出
資
料
の
体
系
化
と
提
出
方
法
の
検

討
を
行
い
、
次
の
議
会
か
ら
議
案
の
附

属
資
料
と
し
て
渡
し
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

二

市
民
協
働
の
推
進
と
提
案
型
公
共

サ
ー
ビ
ス
民
営
化
制
度

全
国
学
力
テ
ス
ト
を
ど
う
生
か
す
か

今
後
指
導
助
言
を
行
っ
て
い
く

金
泉
婦
貴
子

議
員

山中 基充 議員

議会審議の論点情報の形成は

大変有意義であると考える

中学校授業風景

つるがしま市議会だより第１４０号 〔６〕


